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去る 6 月 8 日（土）南新木沖田公園にて「第 1 回つくばね そよ風フェスタ」を開催いたしました。何

しろ初めて開催するお祭りでしたので開催までの準備が色々と大変でした。まずはじめに、ご協力を頂い

た方々にこの場をお借りし感謝申し上げます。備品借用では、中央学院高等学校様（テント・重し）アク

イール様（テーブル・イス）我孫子中学校様（テント）あらき園様（三角コーン・机）みずき様（トラッ

ク・机）我孫子市・千葉県（うなきちさん・チーバくん）ボランティアでは、りょうくん（大道芸パフォ

ーマンス）湖北新木地区社協様（昔あそび）我孫子市青少年相談員様（モルック・ボッチャ・皿回し）バ

ルーンアートの会様、中央学院高等学校様・中央学院大学様・ボランティア市民活動相談窓口てとりあ様・

公園緑地課様。福祉施設模擬店出店ではオリーブ様・i工房様・みずき様・ウイング様・エール我孫子様・

みんなの広場「風」様・すまいる様・わかたけ社会センター様・アビシェｂ様・むつぼし様・我孫子市福

祉連絡会様。皆様本当にありがとうございました。 

 当日は絶好の天気に恵まれ予想を超える大盛況でした。梅雨の時期で天気も心配でしたし、南新木の公

園にどれだけ人が集まってくれるのか本当に心配でした。しかし各事業所の模擬店はどこも完売できたよ

うですし、子どもたちに喜んでもらえるようにと、企画したものもとても良かったようでした。「新木にこ

んなに子どもがいるんだ。地域のこどもが全員集まったんじゃないか？」と思うくらい人が来てくれまし

た。また、各事業所の利用者も家族も知り合いもとてもたくさん来てくれました。そしてとても楽しんで

くれていました。 

法人として、このような「つくばねらしいアットホームなお祭り」を開催しイベントを通して、地域の

かたと関わることで、共に楽しみ、知り合って、障害者への理解が進み、誤解や偏見が解消され、障害の

有無なんて関係ない、誰もがその人らしく楽しい生活が住み慣れた地域で暮らせるように。共生社会（イ

ンクルーシブ社会）の実現の一助になるように。また法人職員が一丸となって取り組むことによって協力

し、充実感・達成感を得られるように。 

語り尽くせない、いろいろな思いをこめて開催された「そよ風フェスタ 2024」でした。 

最後に一言「来年も楽しく開催できますように。」               (理事長 志賀 幸夫) 

 
  ～  そ  よ  風  の  よ  う  に  街  に  出  よ  う  ～ 
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「多様性の時代だから」 
という発言をほとんどの方が耳にしたことがあるのではないでしょうか 

福祉職員として思う「津久井やまゆり園事件」について。 
この事件を調べていくと「意思の疎通がとれない…」という言葉を何度も目にします。私はこの
言葉に納得できません。それはこの言葉はとても主観的な考えだと思うからです。 

人間の多様性とは 

 
 
 
 
 
 
私は以前、訪問美容の仕事をしていました。訪問美容というのは美容室や床屋へ行くことが難しくなっ

てしまった方々の施設や在宅へ行き、施術する仕事です。高齢者施設から障がい者の入所施設、精神病院
などと様々な施設を回っていました。その中で脳疾患の寝たきりの方が多くいる病棟に毎月髪を切りに行
っていました。そこで施術する中で意思疎通がとれた！と思える経験は正直一度もありませんでした。目
は開いているけれど見えているのかもわからない、声をかけても反応はない、髪型は本人ではなくご家族
の希望する髪型。施術する空間は私たちからの声掛けはあるものの機械音が一定に鳴り響くだけのとても
静かな空間でした。身体の負担の少ない範囲で気持ちよくサッパリできるよう施術をしていたのを鮮明に
覚えています。当時私は美容師として関わっていた為、ほんの一部の様子しかその方々のことは分かりま
せん。しかし支援員として毎日関わっていればちょっとした変化に気づける自信はあると言いたいです。 

当時様々な方と出会う中で、「私も何かのきっかけで支援してもらう側になる。明日は我が身」という結
論が一つでました。私が相手の考える意思疎通が出来なくなってしまった場合、社会に不必要だと判断さ
れてしまうのか…と考えた時、私が存在している事に意味があってほしいと願います。しかし私の考える
「人に迷惑をかけたくない」という矛盾も生まれます。ただその価値観を人が決めつけ、勝手に人生を終
わらせていいなんて事は決してありません。 

 
 
 
 
 
 
 

人間の多様性とは… 
人間には個性や特性があって、その違い（性別や人種、国籍、年齢、障がいの有無、 
性的指向、宗教、思想、学歴、価値観など）をお互いに認め合い、それを活かすことで 
世の中が元気になり社会が発展していくという考え方 

 
多様性の第一歩として、一人ひとりの考え方の違いに気づくこととあります。事件を調べていくと様々

な意見を目にすることになります。その中で共感できるものもあれば、理解に苦しむものが多数あったの
も事実でした。それと共に良い言葉に思えていた“多様性”が恐ろしい言葉でもあるように思えてきました。
何でも受け入れられるべき、発言も自由であるべきというような風潮があるように感じたからです。 

多様性だから今回の事件は許されるのかと言えば、それは絶対に間違っています。自分の価値観を強要
する行為は決して多様性とは言えません。他人を理解しようとする姿勢のことであり、理解できるのか出
来ないのかを考える行為も含まれるのではないかと思います。 

 
私は支援者として障がいをもった方々の通う施設に勤めていますが、利用者の皆さんには何度も助けて

もらいました。困っている！と気づいて助けてくれることもあれば、そんなつもりなく自然に助けられて
いることもよくあります。私は利用者のみなさんと対等で認め合える関係を理想と考えます。これからも
一人ひとりを知ろうと努力する事、そして私という人間も知ってもらう事を大切に一緒に過ごしていきた
いです。 

                              （けやき社会センター 三崎 彩夏） 

      

おおばん「食研博 2024 成田」リポート 

 弁当班で仕入れを行っている「日本食研」よりご招待いただき、6/11・12・

13 の３日間に分かれ「食研博 2024 成田」という企業向けの試食会に参加し

てきました。今回は各チームからの感想をリポートさせていただきます。 

 試食会では日本食研の社員の方が調理の仕方など実演していると、真剣に

見聞きしている人もいれば職員と一緒に試食し「これはおおばんでも使えそ

う」と話している姿が見られました。工場見学では大型機械での作業工程が

見られ、体験できない経験ができ皆嬉しそうにしていました。（吉田・植木・

住岡） 

 試食はどれも美味しく、弁当に取り入れたいと思う商品が多くあり、メニューの見直しの際に積極的に

取り入れ、多くのお客様に届けていきたいと感じました。すでにおおばんの弁当で使用している商品の調

理方法なども学ぶ機会となり、日々の弁当作りに活かしていきたいです。（竹内・広瀬・平間） 

 日本食研の社員の方の商品に対する愛情や、商品を使用する顧客側への対応が丁寧で感動しました。試

食会の熱意に答えるべく「これ美味しいですね！」と感想を伝えている利用者や職員の姿が見られ、私た

ちはたくさんの人の思いが詰まった商品で弁当を作っているのだなと感慨深い気持ちになりました。 

（栗原・宮澤・山岸） 

 

 

４月から少し時間が経ち、ふれんずに新しく入った子供たちも徐々に慣れてきた様子で、利用者や職員

の名前を少しずつ覚えてくださっているように思います。 

私もこの４月、２年ぶりにふれんずに戻ってきましたが、その時まだ小さかった子もすっかりお兄さん

お姉さんになっていて、子供たちの成長スピードに驚かされる毎日です。 

先日、けやき社会センターの敷地をお借りしてふれんず BBQ を行いました。これまで法人内事業所の

方々と合同で行うことはありましたが、ふれんずだけでの開催は初めてです。当日は土曜日だったので朝

からお迎えにまわっていたのですが、保護者の方から「うちの子は今日の BBQ をとても楽しみにしていた

んですよ！」といったお声をたくさん頂戴しました。 

BBQ メニューはメインのお肉に加え、ソーセージ、焼きそば、ポテトサラダ、デザートとしてアイスを

ご用意しました。炭火で焼いたお肉はとても美味しくて、皆さんもりもり召し上がっていました。焼きそ

ばやポテトサラダもたくさん食べてくださり、終わる頃にはお皿も空っぽになっていました。 

今回ふれんずとして初めての開催だったこともあり、片付けの段取りなど反省点もありましたが、 

（なんと日中一時の利用者の方々が片付けを手伝ってくれました！本当にありがとうございました！） 

「お肉美味しかった！」「また食べたい！」といった声を多くいただくことができました。 

次の機会があれば今回参加できなかった方にも参加していただき、また企画してみたいと思います。 

（ふれんず 中林 佑樹） 
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2023 年 9 月、つくばね会である実行委員会が発足しました。つくばね会が主催し、

大きく賑やかな、地域の方みんなに来ていただけるお祭りを企画する委員会でした。 

何分会場を借りてお祭りをするなど、職員達にとって初めてのことです。どんなことをするのか、誰に

向けてするのか、何のためにするのか。全てがゼロからの話し合いでした。 

そもそもなぜお祭りを企画するに至ったのかと申しますと、そこには障害理解の促進、そして共生社会

の実現を目指す想いがありました。こう書きますと手作りのお祭りに似つかわしくない大きな目標のよう

ですが、我孫子市においてそれらをより進めていく一端を担いたいと始めた企画でした。 

お祭りの名前すらまだ決まっていま

せん。実行委員でも意見を出し合いまし

たが、結局全職員から募集することにし

ました。素敵な候補がたくさん挙げられ、

そのうちの一つが「そよ風フェスタ」で

した。１９７９年から２０１７年に発行

されてきた障害者問題総合誌が「そよ風

のように街に出よう」という誌名で、つ

くばね会はこの言葉をキャッチフレーズのように使ってきました。その

由来から共生社会に対する想いが感じられますし、語感も爽やか。お祭

りの名前は「そよ風フェスタ」に決定しました。 

話し合いをするうえで、色々なバザーを参考にさせていただきました。

コロナ禍前に、つくばね会利用者の保護者の方々がけやき社会センター

で開いてくださっていた夏祭りも思い出しつつ、必要な役割や備品の準

備を進めます。 

そんな中直面する大きな壁。「全て自前で用意はできない」。模擬店の出店、テントや机の用意、遊びコ

ーナー、利用者見守りなど、多岐に渡ってつくばね会の人員や持ち物だけではカバーできない事態になり

ました。一つずつ、お力を借りたいと各所へお願いしてみたところ、

表紙にも理事長が書かせていただきましたが、本当にたくさんの方々

が手を差し伸べてくださいました。私も実行委員として準備に携わり

ましたが、「こんな素人だらけのお祭りが成功するとしたら、“任せて”

と言ってくれる頼もしい方々のおかげだ」と強く思ったのを覚えてい

ます。 

実行委員以外のつくばね会職員達も、精一杯準備してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日、利用者が安全かつ存分に楽しめるように、またお祭りスタッフとしても人員を送れるように、職

員体制を何度も話し合いました。お祭り前日には全ての事業所から準備要員が出され、利用者支援を残っ

た職員に託して汗をかきかき会場設営を行ないました。 

この時、人はどれくらい来るだろうか、滞りなく進むだろうかと、期待半分心配半分といった心持ちで

した。 

 そして、そよ風フェスタ当日、天気は晴天に恵まれ、早朝から実行委員による準備がはじまりました。 

 開会宣言と同時に沢山の方がご来場されました。ご来場されたご近

所のお子様達が、とても楽しそうな様子で「そよ風に揺られているペ

ーパーフラワーのエントランス」を通り抜けていきました。こちらは、

当法人の利用者さん達が連日一生懸命に制作に取り組んでいただい

たエントランスです。目の前で記念撮影する方も沢山いて、大成功で

した。 

 会場内の様子は、本部受付にて

クイズラリー用紙を受け取ったお子様が必死にクイズの場所を探し、

答えを考えている姿も大変微笑ましく、企画していて良かったと素直

に思いました。想定していた以上に来ていただき、クイズラリー用紙

が足らなくなるといったアクシデントも…。嬉しい悲鳴ですね。お昼

頃、会場内は大賑わいになっており、法人スタッフの至らぬ点も多々

あったと思いますが、ご来場者様のご協力もあり、大いに盛り上がることが出来ていました。会場内、各

出店ブースには列をなし大繁盛。お子様達は、将棋に輪投げ、モルック・ボッチャと笑い声が途切れない

素敵な空間になっていました。そこに登場したチーバくんとうなきちさん。有名なゆるキャラだけあって

注目の的になり、会場内の盛り上がりは一気に頂点へ。一緒に記念撮影する人もいれば、追いかけ回し、

チーバくん、うなきちさんがタジタジな事態にも。 

 おおよそ４～５００人のご来場者様が来られ、事故等もなく大盛況のままで終盤まで迎え、ラストは理

事長による閉会宣言にて無事にお祭りを終えることが出来ました。ご

協力していただいた皆様、ご来場者の皆様、当法人の祭事に参加いた

だき、ありがとうございました。 

（本部/実行委員 志小田 智美 鈴木 健之） 


